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　腸内細菌叢の変化は，肥満や消化管免疫，移植片対宿主
病といった多彩な病理・病態と関連する可能性が指摘されて
います。感染症の分野では，多剤耐性菌獲得やClostridioides  
difficile感染のメカニズムとの関連が検討されており，そ
の理解は，病態生理の解明のみにとどまらず，糞便移植に
代表されるような，腸内細菌叢の正常化を介した治療対象
としても注目を浴びています。
　今回，ご講演をいただいたMary K. Hayden先生は，ミ
ネソタ大学医学部卒業後，シカゴ大学にて内科研修，ラッ
シュ大学での感染症研修を経て，長く院内感染や多剤耐性
菌の分野の研究に従事されている感染症専門医です。ラッ
シュ大学では，感染症科部長，微生物学検査室部長，病理
部門の教授職も兼任しておられます。院内感染の分野では，
医療施設でのバンコマイシン耐性腸球菌（VRE）の管理1）

や地域でのカルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）の伝
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播等の研究2）が評価され，2021年には米国医療疫学学会
（SHEA: Society for Healthcare. Epidemiology of America）
の学会長も務められています。
　現在は，米国疾病管理予防センター（CDC）のグラン
トを利用して，腸内細菌叢と病原微生物獲得の関連，院内
での耐性菌伝播のメカニズム等の研究をミシガン大学の
Vincent B Young教授のチームと共同で行っており，その
成果の一端が，Nature Medicineにも掲載されています3）。
　Hayden先生は，過去のVREやCREの疫学研究を経て，
患者がいかにして耐性菌を獲得し，臨床的な問題に帰結し
ていくかに関して考察を深める中で，消化管の腸内細菌叢
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の変化が重要な役割を担っているのではないかと考えるよ
うになりました。以前から知己のあるYoung先生の研究
室では，腸内細菌叢を解析するソフト・ハードウエア上の
設備があり，ラッシュ大学では，疫学情報の収集と適切な
検体の採取のノウハウが揃っていました。メタゲノミクス

（Metagenomics）の進化により，糞便の細菌のクラスタリ
ング （Operational Taxonomic Unit解析）が可能になりま
したが，クラスタリングされた結果の評価方法に関しては
定まった物がありません。実験環境と異なり，実患者の臨
床背景には，さまざまな種類の抗菌薬暴露，手術，食事の
変化といった複雑な因子が関与し，解析は一筋縄ではいき
ません。Hayden先生のチームは，イリノイ州の亜急性期
病院やRush大学集中治療室にて，経時的に糞便のサンプ
リングを行い，その変化を追うことによって，患者はどの
ようにして耐性菌を獲得するかに関しての根源的な問いに
アプローチしています。今回の講演では，Hayden先生の
研究だけでなく，広く世界中の腸内細菌叢の研究を紹介し
ていただき，その重要性だけでなく，研究の難しさも共有
していただきました。中には，メタゲノミクスだけのアプ
ローチでは限界があり，細菌の代謝産物に着目したメタボ
ロミクス（Metabolomics）的なアプローチや，細菌同士
の相互作用や，細菌叢と宿主の相互作用に関しての研究も
ご紹介いただきました。
　講演を通して，消化管には，善玉菌と悪玉菌がいて，プ
ロバイオティクス（善玉菌）を補充すれば，腸内環境が正

常化できるといったシンプルな解釈ではなく，腸内細菌叢
自体が，多様な菌種のコミュニティーであり，そこに存在
する様々な微生物が，いったい何をしていて，どのように
相互作用を行い，それらがいかに宿主である患者の健康状
態に結びつくかに関して，さらなる研究と知見の集積が必
要であると感じました。これらの研究が将来的に実を結び，
多剤耐性菌の管理やClostridioides difficile感染症の治療，
移植片対宿主病や炎症性腸疾患の病態の理解といった様々
な疾患への治療アプローチへの糸口となることが期待でき
る講演でした。
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